
◎会長報告－冨澤藤利会長
　皆さん、今日は。本日は最初にゲストの方をご紹

介致します。北茨城ロータリークラブの副会長平賀

としえ様、幹事の菅野しのぶ様、社会奉仕委員長の

村山潤一様、国際奉仕委員長の椿眞理様です。本日

はわざわざメイキャップに来訪戴きました。誠にあ

りがとうございます。それから 3月 11 日㈯にいわき

分区で行われました東日本大震災希望の灯り復興の

願いに 17 時 30 分から参加して参りました。場所は

平中央公園でした。震災から 6年目の節目の行事で

大勢の方がお集まりになりました。私からは以上です。

◎幹事報告－岩元義春幹事
・各研修会の案内が届いております。

・各ロータリークラブより週報が届いております。只

今回覧中です。

・3月 29 日㈬は定款休会で例会はお休みです。ご注

意下さい。

・最後にいつもテーブルの上を美しく飾っている花

は事務局の金成仁子さんが製作している花です。今

日から新

しい花に

変わりま

したので

ご紹介致します。いつも金成さんありがとうござい

ます。

◎各委員会報告
◇出席委員会－押田小委員長
　本日の出席状況は下記の通りです。

◇スマイルボックス委員会－富岡小委員長
・北茨城ロータリークラブの皆様のご来訪を歓迎して。

押田、富岡、髙萩、清水、木幡、山下、関川、藤田、

渡邉（公）、蛭田、櫛田、赤津（善）、星、大平、根

本、嵐、鈴木（修）各会員及び冨澤会長、鈴村副会

長、佐藤政司会長エレクト、岩元幹事、小熊副幹事

・本日はメイキャップにお邪魔致しました。

北茨城ロータリークラブ副会長　平賀としえ様、幹

事　菅野しのぶ様、社会奉仕委員長　村山潤一様、

国際奉仕委員長　椿　眞理様

ゲスト
　　北茨城ロータリークラブ

　　副会長　平賀としえ 様　　幹　事　菅野しのぶ 様　　社会奉仕委員長　村山　潤一 様　　国際奉仕委員長　椿　　眞理 様

出席状況 正会員数　　　　　   56 名　　　　本日出席会員数　　　　　   36 名
 本日の出席率　　   72.00％　　　 
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  CLUB BULLETIN
　　　　いわき勿来ロータリー・クラブ

人類に奉仕するロータリー

ロータリーソング　奉仕の理想
－今月は水と衛生月間です－

4つのテスト
　　　　星　　行夫 会員

◇親睦活動委員会－髙萩小委員長
　観桜家族会のご案内です。4月9日㈰那須高原方面、

りんどう湖桜見物を予定おります。まだまだ受付中

ですので大勢の皆様のご参加をお待ち申し上げます。

◎会長エレクト研修会報告
－佐藤政司会長エレクト

　3月 12 日に会長エレクト研修会

が開催され、出席して参りました。

各クラブの会長エレクトにはこの

エレクト用の次年度の冊子が配ら

れ会長の難しい勉強をして参りました。改めて、会

長を拝命するのは大変なことだと実感して来ました。

◎会員卓話－大平伸人会員
　皆さん、今日は。今日の私の卓

話は、昨年のハワイのカハラサン

ライズロータリークラブのミー

ティングの参加のご報告と 6年前

の東北大震災を被災し、昨年本

ロータリークラブに入会させて戴いてのこの 1年を

顧みてみたいと思います。まず、去年の 10 月 23 日、

米国ハワイ州のオアフ島のカハラサンライズロータ

リークラブの報告を

させて戴きます。同

クラブの例会は、ワ

イキキから東方に 6

㎞の所で、ソニーオ

ープンの会場になっているワイアラエカントリーク

ラブのクラブハウスで毎週木曜、朝の 7時半より開

催されます。当日、

3日前より宿泊して

いるホテルより徒歩

5分に会場入り致し

ました。会長と、バ

ーナーの交換をしてご挨拶をさせて戴きました。ちょ

うどハロウィーンの時期でもありちょっとした演出

がありとても面白か

った例会でした。時

間的にも差し込む朝

日がとてもきれいで

した。RoCKSは、エ

レメンタリースクールの教育プログラムに積極的な

ことが、印象に残りました。その他は、勿来ロータリー

クラブと同様のイベント例えば、環境保全のイベン

トとかを積極的に取り組んでいらっしゃいました。

そんな楽しいミーティングの 1時間もあっという間

に過ぎて、まだ再会することをお約束しました。次

に、3月 11 日に、東北大震災で 6年が経過致しまし

た。皆さん、あの瞬間どういう経験をされたでしょう。

ほとんどの方は、会社が被災され、復興にご尽力さ

れたあっという間の 6年間とご推察致します。私も、

自分の病院が倒壊し、2か月後に現在の場所で再開し

ました。自分の先が見えず苦悩した日々でした。当初、

あるボランティアで

活動していました。

それから、いろいろ

な方との出会いがあ

り、「震災」「復興」を

見つめていた 6年間です。しかし、周りを拝見する

ともっと大変な方が多かった。皆様も、この6年頑張っ

てこられましたね。あの時、自分の職務に対しても、

訳が分からな

くなりました。

震災の辛さに

押しつぶされ

そうになりま

した。しかし、

震災はいろいろなことを教えてくれました。自分の

アンデンティティーの変化がありました。去年の 1

月に入会し、ロ

ータリアンにな

って、自分の状

況に対峙し、ロ

ータリー精神の

根本理念である「職業を通しての社会奉仕」を意識し、

実践していけました。ロータリーの「4つのテスト」

を自分に問いかける場を与えて下さいました。この 4

つのテストを今後も自分に問いかけ今後、社会奉仕

に精進しロータリー活動に関しても、その理念に乗っ

取り積極的に活動して行きたいと存じます。


